
Ｊ
．
Ｓ
．
ミ
ル
、
に
於
け
る
財
政
思
想

）一（

山
…山山

｝

山
ｔ
＾

｛山
’

箕
　
　
浦

格
　
　
良

　
ア
ダ
ム
．
ス
ミ
ス
＞
監
冒
ｏ
ｏ
旨
｛
穿
ミ
ミ
ー
ミ
８
は
そ
の
主
著
、
国
富
論
声
■
旨
毛
宇
く
ぎ
８
亭
ｏ
オ
｝
巨
Ｈ
ｏ
竃
Ｏ
Ｏ
ｐ
；
鶉

。
↓
弓
サ
。
ミ
。
”
－
穿
亀
暑
註
ｇ
。
。
し
ミ
９
の
第
五
編
に
於
て
財
政
に
関
す
る
論
議
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
於
て
は

財
政
に
関
す
る
原
理
な
り
、
叉
は
財
政
の
政
策
を
論
じ
た
独
立
し
た
る
著
述
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
ダ
ム
一
ス

”
ス
の
財
政
思
想
を
う
か
が
う
に
つ
い
て
は
国
富
論
、
第
五
編
に
従
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
財
政
に

関
す
る
論
議
に
於
て
は
相
当
詳
細
に
経
費
に
関
す
る
理
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
後
で
述
べ
る
が
如
く
・
ジ
ョ
ン
一
ス

テ
ユ
ア
ー
ト
．
ミ
ル
に
あ
り
て
は
こ
の
経
費
に
関
す
る
理
論
は
全
く
之
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の

財
政
に
関
す
る
論
議
を
そ
の
叙
述
の
順
序
に
従
っ
て
そ
の
項
目
を
掲
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
宙
○
Ｏ
内
く
○
市
亭
ｏ
■
ｏ
く
ｏ
目
ｑ
ｏ
◎
ｈ
亭
ｏ
ｏ
ｏ
◎
く
０
Ｈ
０
好
目
冒
Ｑ
ｏ
昌
－
旨
ｏ
■
ミ
蟹
－
亭

　
元
首
叉
は
国
家
の
収
入

　
Ｏ
｝
声
勺
弓
目
困
Ｈ
・
Ｏ
『
亭
¢
向
×
勺
ｏ
■
ｏ
９
◎
市
亭
ｏ
ｏ
り
◎
く
ｏ
篶
ポ
■
胃
Ｏ
ｏ
昌
昌
ｏ
■
ミ
８
－
苧

　
　
　
Ｊ
．
Ｓ
、
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
Ｈ
　
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
二
二
五
）
　
　
’



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
（
二
二
六
）

元
首
叉
は
国
家
の
経
費

弓
＞
声
弓
－
一
〇
『
亭
ｏ
向
〆
勺
ｏ
ｇ
ｏ
◎
『
Ｕ
ｏ
即
箏
８

国
防
費

弓
卜
犀
弓
目
一
〇
、
手
ｏ
目
×
ｉ
９
８
◎
『
』
量
｛
８

司
法
費

弔
＞
声
弓
目
Ｈ
一
〇
『
亭
ｏ
目
ｘ
ｏ
８
８
ｏ
｛
弓
冒
匡
｛
ｏ
ミ
冒
尿
ｐ
■
山
勺
巨
匡
｛
ｏ
罰
。
、
幸
罧
｛
◎
冒
吻

土
木
工
事
及
び
公
共
施
設
の
経
費

＞
声
弓
Ｈ
Ｏ
■
向
－
津
一
〇
『
穿
ｏ
勺
目
巨
庁
≦
♂
Ｈ
庁
。
。
阯
箏
ｑ
Ｈ
冒
。
・
町
巨
弐
ｏ
目
。
。
３
Ｈ
歓
６
崖
冨
↑
ぎ
晒
一
げ
ｏ
Ｏ
◎
旨
昌
撃
ｏ
ｏ
◎
『
ｏ
ｏ
ｏ
ｇ
ｏ
｛

杜
会
の
商
業
の
利
益
の
た
め
の
土
木
工
事
及
び
公
共
施
設

　
弄
句
９
茅
竃
§
冨
ま
胴
９
§
一
９
昌
罵
§
亀
一
テ
ニ
・
・
一
葛

　
杜
会
の
一
般
的
商
業
の
利
益
の
た
め

　
心
｛
－
ざ
句
◎
Ｈ
厨
ｏ
－
岸
ｐ
ユ
目
岬
〇
四
巨
｛
ｏ
目
－
ｐ
Ｈ
｝
Ｈ
｝
目
ｏ
げ
９
◎
『
Ｏ
ｏ
目
・
昌
・
ｏ
，
ｏ
ｏ

特
商
業
部
門
の
利
益
の
た
め

夷
昌
Ｏ
冨
睾
９
ま
穿
Ｏ
竃
・
二
５
－
婁
葦
３
富
♂
ニ
チ
・
畠
§
亭
；
二
昌
臣

少
年
教
育
施
設
の
経
費

声
犀
弓
Ｈ
Ｑ
■
向
ｃ
ｏ
〇
一
〇
『
亭
ｏ
向
＊
勺
竃
易
ｏ
市
手
ｏ
Ｈ
婁
け
｛
巨
弐
◎
■
♂
Ｈ
事
ｏ
Ｈ
富
け
；
ｏ
饒
◎
■
亀
勺
８
旦
。
◎
『
、
－
＞
岬
。
吻

あ
ら
ゆ
る
年
齢
の
国
民
の
教
育
施
設
の
経
費



宅
＞
声
，
Ｈ
－
く
・
Ｃ
、
亭
ｏ
に
〆
勺
昌
旨
ｏ
色
一
彗
勺
で
ｏ
暮
ぎ
岬
序
ｏ
Ｕ
骨
巳
々
◎
『
臣
ｏ
Ｏ
ｏ
◎
く
９
ｏ
ポ
目

元
首
の
威
厳
を
維
持
す
る
た
め
の
経
費

Ｏ
◎
■
ｏ
巨
。
。
｛
ｏ
■
◎
、
穿
ｏ
Ｏ
げ
｝
℃
け
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

結
論

○
雪
勺
畠
声
旨
（
）
二
臣
。
り
・
膏
８
・
・
；
５
零
篶
邑
冒
？
；
・
寮
き
冒
。
。
二
～
。
。
８
一
身

杜
会
の
一
般
的
或
は
公
的
収
入
の
源
泉

鼻
彗
Ｈ
・
（
）
；
５
；
婁
冒
・
。
…
§
亀
－
｛
婁
昌
。
葦
事
旨
｛
勺
葦
一
昌
一
實
一
×
匡
冒
。
・
８
一
げ
二
・
毒
島
目
胃

ｏ
ｏ
箏
旨
旨
６
旨
ミ
ｏ
印
－
チ

元
首
又
は
国
家
に
特
に
属
し
て
い
る
収
入
の
元
本
叉
は
源
泉

勺
声
岸
弓
Ｈ
Ｈ
．
○
、
一
一
｝
〆
ｏ
己
ｏ

租
税

＞
犀
弓
Ｈ
Ｏ
■
目
旨
け
．
弓
四
メ
蟹
昌
Ｏ
◎
目
声
竃
二
弓
印
き
吻
自
勺
８
亭
ｏ
宍
竃
一
亀
■
四
■
ｏ

利
子
に
対
す
る
税
、
地
代
に
対
す
る
税

畠
義
季
事
纂
肩
毛
鼻
一
昌
昼
９
；
◎
茅
寮
員
ぎ
け
ざ
ま
睾
◎
ま
８
◎
『
５
邑

地
代
に
比
例
せ
ず
土
地
の
生
産
物
に
課
す
る
税

弓
胆
メ
９
目
ｏ
ｇ
津
ｏ
犀
ｏ
暮
亀
目
ｏ
目
。
。
露

家
賃
に
課
す
る
税

　
　
Ｊ
．
ｓ
．
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
Ｈ
　
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
二
二
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
二
二
八
）

＞
犀
弓
－
Ｏ
■
向
心
ｏ
包
．
弓
ｐ
肖
窪
目
ｏ
◎
目
弔
『
◎
印
戸
◎
弓
目
ｏ
◎
目
苧
ｏ
犀
ｏ
く
ｏ
目
巨
ｏ
～
Ｈ
オ
サ
岬
宇
◎
目
・
ｏ
ｏ
８
ｏ
片

利
潤
叉
は
資
本
よ
り
生
ず
る
収
入
に
課
す
る
税

弓
｝
誉
吻
自
ｏ
◎
冒
亭
ｏ
勺
８
宰
亀
〇
四
ま
ｏ
邑
胃
目
冒
旦
ミ
冒
ｇ
誌

特
殊
職
業
の
利
潤
に
課
す
る
税

声
勺
勺
目
２
Ｕ
－
×
弓
○
＞
申
弓
Ｈ
Ｏ
■
目
０
０
７
一
｝
■
｛
心
｛
一
弓
｝
曽
吻
冒
Ｏ
Ｏ
■
亭
Ｏ
Ｏ
與
豆
３
－
く
竺
目
Ｏ
Ｏ
『
■
Ｐ
■
ま
一
｝
◎
妻
鶉
一
｝
■
｛
○
Ｏ
ａ
Ｏ
斤

〉
勾
弓
５
■
目
－
と
心
の
附
録
、
土
地
家
屋
及
び
資
本
の
価
値
に
課
す
る
税

幸
犀
弓
Ｈ
Ｏ
■
目
ｃ
ｏ
包
．
弓
｝
■
窪
自
勺
◎
■
け
プ
ｏ
ミ
｝
ｏ
ｑ
露
◎
市
■
ｐ
げ
◎
…
『

労
働
賃
銀
に
課
す
る
税

声
声
弓
Ｈ
Ｏ
■
目
企
け
ブ
一
弓
～
属
露
考
｝
庁
Ｆ
岸
｛
吻
巨
苛
■
｛
ｏ
戸
吻
｝
◎
目
巨
歓
－
｛
目
亀
茅
篶
■
昌
＜
自
勺
◎
■
ｏ
く
胃
＜
庄
票
篶
■
け
○
ｏ
り
ｏ
９
鶉
◎
『

勾
雲
ｏ
■
自
ｏ

各
異
な
れ
る
収
入
に
対
し
て
い
ず
れ
と
も
な
＼
課
す
る
税

ｏ
｝
官
壷
ユ
ｏ
■
弓
顯
肖
窃

人
頭
税

弓
翼
ｇ
■
勺
ｏ
■
８
婁
ｑ
旨
～
雪
ｏ
ｏ
◎
旨
旨
ｏ
亀
｛
３

日
用
品
に
課
す
る
税

○
目
声
弓
弓
目
声
Ｈ
目
Ｏ
『
ｏ
目
匡
庁
Ｕ
争
冨

公
債



　
か
く
の
如
く
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
そ
の
経
済
理
論
と
同
様
に
そ
の
財
政
論
議
に
於
て
も
秩
序
体
系
を
た
て
詳
細
な
る
見
討
が
加
え

ら
れ
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
他
日
詳
論
す
る
機
会
を
得
た
い
も
の
と
忠
っ
て
い
る
。

　
＞
ま
旨
ｏ
ｏ
昌
岸
戸
■
プ
ｏ
昌
ｏ
宇
；
■
｛
９
弩
さ
＞
員
Ｈ
目
り
邑
｛
ぎ
８
弓
げ
ｏ
オ
註
；
ｏ
ｐ
■
匹
ｏ
ｐ
易
ｇ
亀
一
一
｝
５
ミ
竃
－
亭
亀

　
ｚ
き
ｏ
婁
一
目
ま
３
戸
乏
津
｝
目
Ｈ
鼻
８
｛
昌
ユ
◎
ｐ
オ
黒
９
く
｝
『
阻
量
－
○
○
目
昌
冒
弩
×
四
■
｛
竃
向
邑
凹
お
＆
冒
ｏ
買
ヴ
×

　
目
｛
ミ
｛
目
Ｏ
｝
目
５
ｐ
貝
　
竃
・
＞
・
”
　
■
■
・
　
ｂ
・
勺
『
ｏ
、
蟹
ｏ
。
◎
Ｈ
　
ｏ
市
勺
ｏ
｝
庄
ｏ
巴
　
目
ｏ
ｏ
箏
ｏ
昌
｛
｛
■
　
Ｈ
げ
ｏ
　
，
ｑ
箏
｛
く
ｏ
易
｛
け
ぺ
　
◎
｛
■
◎
目
匹
ｏ
８

三
亭
竃
旨
ぎ
ま
ま
８
～
旨
買
５
；
０
３
０
ま
冒
亀
、
、
一
一
汗
オ
註
◎
貝
、
、
オ
婁
く
◎
キ

　
ジ
ヨ
ン
・
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
・
ミ
ル
に
於
て
も
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
同
じ
く
財
政
に
関
す
る
原
理
な
り
或
は
そ
の
政
策
な
り
を
著
し

た
る
独
立
の
著
述
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
主
著
享
巨
Ｏ
｛
９
◎
『
勺
Ｏ
－
庄
８
－
自
８
８
昌
＜
の
第
五
編
に
於
て
財
政
に
関
し
て
論
述
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
て
第
五
編
に
於
け
る
論
述
の
悉
く
が
直
接
に
財
政
に
関
係
し
て
い
る
と
は
い
い
得
な
い
の
で

あ
る
。

　
即
ち
第
五
編
に
於
て
は

　
宙
○
Ｃ
穴
く
　
　
○
オ
弓
葭
■
－
２
句
Ｆ
Ｃ
自
２
０
■
Ｃ
弓
Ｑ
○
く
‘
宍
オ
］
≦
－
Ｚ
、
－
一

　
行
政
に
よ
る
影
響

　
○
自
＞
勺
、
『
向
犀
－
一
〇
『
臣
ｏ
司
冒
■
ｏ
ユ
◎
目
。
。
ｏ
『
Ｑ
ｏ
く
胃
■
昌
ｏ
冒
け
｛
■
Ｑ
ｏ
■
９
邑

　
政
府
の
一
般
的
職
能

　
吻
一
．
茅
・
婁
胃
×
竃
｛
Ｏ
冨
・
■
・
；
昌
・
ま
舅
Ｏ
～
・
く
・
昌
昌
・
暮
象
事
窄
事
＆

　
政
府
の
必
要
的
職
能
と
任
意
的
職
能

　
　
　
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
　
Ｈ
　
　
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
二
二
九
）



　
　
立
命
館
学
済
学
（
第
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
一
四
〇
）

　
ド
く
幸
茅
ま
婁
・
訂
量
９
◎
・
Ｏ
～
訂
罵
§
弩
×
～
昌
庄
◎
妻
・
汀
◎
く
胃
冒
崇
昌

　
政
府
の
必
要
的
職
能
に
於
け
る
分
類

　
○
Ｏ
．
良
ま
乱
Ｏ
目
Ｏ
『
事
Ｏ
竃
互
９
け

　
そ
の
対
象
に
よ
る
分
類

○
目
声
勺
弓
目
犀
Ｈ
－
○
｛
．
苧
ｏ
Ｑ
ｏ
目
胃
竺
勺
『
ぎ
ｏ
骨
－
霧
◎
、
弓
四
内
宵
｛
◎
目

租
税
の
一
般
的
原
則

吻
ガ
句
ｏ
ｑ
『
罰
目
ｏ
ｐ
旨
ｏ
暮
竺
昌
－
ｏ
吻
◎
市
＄
メ
斗
｛
◎
目

租
税
の
四
原
則

　
ド
○
『
昌
目
ま
◎
二
亭
窄
巨
ｏ
号
－
ｏ
◎
｛
向
ｏ
目
巴
｛
｛
◎
市
弓
婁
津
｝
◎
■

　
租
税
に
於
け
る
公
平
の
原
則
の
理
由

　
・
。
』
｝
昌
匡
穿
二
｝
罵
潟
§
■
＄
需
訂
－
芝
＆
９
竺
四
冒
ｏ
…
募
◎
＝
目
８
昌
二

　
凡
て
の
所
得
額
に
対
し
て
同
じ
税
率
を
適
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か

　
｛
ら
｝
昌
匡
穿
ｏ
竃
罵
潟
§
目
＄
零
げ
こ
望
庄
９
潟
｛
ｇ
巨
巴
竃
｛
９
雪
ま
量
票
序
８
罵
二

　
永
久
所
得
と
有
期
所
得
に
対
し
て
同
じ
税
率
を
適
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か

　
｝
．
弓
汗
巨
９
８
旨
◎
二
序
屋
■
け
◎
二
竃
Ｏ
ぎ
旨
量
９
邑
・
彗
。
。
２
Ｐ
睾
竃
互
葦
◎
～
・
８
５
・
冨
窒
一
昌

　
自
然
的
理
由
に
基
く
地
代
の
増
加
に
つ
い
て
の
特
別
の
租
税
の
適
用

　
９
＞
庁
邑
冨
ぎ
巨
８
冒
Ｏ
・
婁
Ｏ
。
。
ら
◎
二
婁
註
◎
Ｐ
巨
；
・
竃
け
－
争
弩
需
序
歓
さ
毒
◎
『
手
Ｏ
Ｏ
冒
；
Ｏ



●

　
或
場
合
に
於
て
地
租
は
租
税
で
は
な
く
国
家
に
於
ガ
る
地
代
で
あ
る

　
ト
弓
買
蟹
駅
旨
轟
Ｏ
目
Ｏ
毛
饒
Ｐ
一
■
９
篶
Ｏ
婁
胃
｝
｛
Ｐ
互
８
↓
｛
９
四
巨
。

　
資
本
に
お
ち
る
租
税
は
必
ず
し
も
排
除
せ
ら
れ
な
い

○
目
声
勺
弓
向
宍
目
．
９
皇
§
け
弓
・
凶
９
、

直
接
税

伽
－
．
Ｏ
守
０
９
冨
×
蟹
乱
亭
實
Ｏ
■
ぎ
８
昌
０
９
◎
■
婁
潟
目
ま
巨
、
Ｏ

所
得
又
は
支
出
に
於
け
る
直
接
税

　
心
．
一
リ
ｐ
＊
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
冒
Ｈ
ｏ
目
け

　
地
代
に
於
け
る
税

　
ら
９
．
　
　
　
ｏ
目
ｏ
８
葭
冨

　
利
潤
に
１
於
け
る
税

　
令
一
　
　
　
◎
員
冬
｝
胴
蟹

　
労
賃
に
ー
於
け
る
税

　
｝
．
　
＞
一
Ｐ
　
－
目
Ｏ
◎
巳
Ｐ
〇
　
一
「
”
Ｘ

　
所
得
税

　
ｏ
．
＞
国
◎
自
吻
〇
一
『
～
＊

　
　
家
屋
税

　
　
　
Ｊ
・
Ｓ
二
く
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
Ｈ
．
（
箕
浦
）

七
（
一
四
一
）

一『

｝叩……
………｛

』



　
　
　
立
命
舘
経
済
学
（
第
四
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
（
一
四
二
）

○
目
声
勺
弓
向
申
Ｈ
く
一
〇
『
弓
ｐ
＊
易
◎
目
Ｑ
ｏ
目
冒
◎
亀
弐
蟹

　
　
日
用
晶
に
於
け
る
租
税
　
　
消
費
税

伽
－
・
ト
一
買
９
竺
８
冒
旨
＆
ま
露
考
昌
匡
堅
－
冒
勺
Ｈ
◎
睾
吻

　
凡
て
の
日
常
晶
に
於
け
る
課
税
は
利
潤
の
負
担
と
な
る

　
ド
弓
Ｐ
Ｘ
蟹
Ｏ
■
勺
弩
町
Ｏ
邑
實
Ｏ
¢
昌
昌
Ｏ
亀
庄
９
歓
－
◎
目
亭
０
８
舅
目
目
亀

　
特
別
の
商
晶
に
於
け
る
租
税
は
消
費
者
の
負
担
と
な
る

　
。
。
一
肩
Ｏ
昌
弩
Ｏ
茅
婁
Ｏ
二
買
Ｏ
。
。
９
罵
Ｏ
婁
邑
蟹

　
必
需
晶
に
於
け
る
租
税
の
致
果

　
ド
　
亭
ミ
暮
婁
＆
耳
ま
雪
包
・
９
二
～
８
豪
８
凹
邑
己
旨
弓
旨

　
前
項
に
於
け
る
救
果
に
つ
い
て
利
潤
の
最
低
隈
度
に
達
す
る
傾
向
に
は
如
何
に
隈
定
さ
れ
る
か

　
ｏ
・
目
茅
ｇ
吻
ｏ
『
ま
８
ユ
旨
ぎ
箒
｛
■
岬
｛
暮
｛
蟹

　
差
別
関
係
の
致
果

９
黒
。
２
、
。
匹
目
。
。
｛
。
、
ぎ
、
§
、
一
§
一
婁
雪
芭
二
象
一
８
毫
・
募
竃
ま
己
冒
言
３
。

　
輸
出
税
及
ぴ
輸
入
税
に
よ
っ
て
国
際
貿
易
上
に
起
る
数
果

　
○
胃
ト
弔
弓
目
声
く
一
〇
ウ
８
旨
ｄ
◎
手
實
弓
凹
×
蟹

　
そ
の
他
の
諸
税

吻
－
．
弓
～
×
霧
◎
目
ｏ
◎
目
弓
牌
ｏ
ａ



　
　
契
約
に
於
け
る
租
税

　
　
ド
弓
買
窪
９
８
旨
昌
ｑ
邑
Ｏ
き
Ｏ
目

　
　
交
通
税

　
　
ｃ
〇
一
■
ｐ
≦
一
弓
｝
メ
ｏ
吻

　
　
法
律
の
税

　
　
今
旨
＆
９
亀
葦
き
９
♂
二
。
８
こ
膏
君
婁

　
　
地
方
目
的
に
対
す
る
租
税

○
雷
＞
勺
弓
Ｏ
犀
く
Ｈ
．
Ｏ
◎
冒
勺
竃
赤
ｏ
■
『
９
考
乃
昌
Ｏ
守
９
け
｝
■
ｏ
崖
害
篶
９
弓
｝
〆
箒
ぎ
目

直
接
税
と
間
接
税
の
比
較

二
喜
§
募
♂
；
己
套
一
富
；
§
二
婁
事
．

　
　
直
接
税
に
対
す
る
是
非
論

ド
ミ
げ
ｇ
ま
『
旨
吻
ｏ
二
■
皇
８
ｇ
冨
竃
饒
ｏ
目
昌
宴
け
ｏ
－
阻
雪
ｏ

　
間
接
税
の
最
も
よ
い
形
式

ｃ
〇
一
弔
『
印
ｇ
げ
竺
『
ｑ
－
９
♂
■
｛
■
ｏ
宇
ｏ
ｇ
け
則
肖
ｇ
｛
◎
■

　
間
接
税
に
対
す
る
課
税
上
の
規
則

○
目
宰
勺
弓
向
犀
く
Ｈ
Ｈ
一
〇
『
四
オ
等
ぎ
員
巴
Ｏ
ｏ
事

公
債

　
　
Ｊ
．
ｓ
．
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
Ｈ
（
箕
浦
）

九
二
四
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
一
四
四
）

吻
－
．
Ｈ
吻
岸
｛
乳
量
巨
ｏ
ａ
宗
駅
｛
實
言
８
己
巨
胃
＜
毛
匡
｛
ｏ
ｏ
老
寡
窃
耳
－
。
、
目
。
。
～

特
別
の
国
家
経
費
の
充
当
に
公
債
を
用
い
て
も
よ
い
か

　
ド
オ
◎
一
〇
〇
乱
量
巨
０
８
篶
０
９
昌
Ｐ
■
Ｐ
弐
Ｏ
冒
』
ら
Ｏ
津
ず
く
四
〇
ｑ
Ｏ
目
胃
』
Ｏ
◎
暮
『
ま
暮
ぎ
目

　
　
一
般
的
分
配
に
よ
り
公
債
を
つ
ぐ
な
う
こ
と
は
よ
く
な
い

ｐ
冒
ミ
ぎ
一
〇
碧
ｇ
｛
色
量
暫
ｏ
３
還
臣
＄
ぎ
｝
。
ａ
毫
旦
曇
昂
＜
ｏ
…
ｏ
♂
『
亭
０
Ｈ
＆
ｏ
冒
ヌ
５
員
亀
ｏ
ｏ
事
（
公
債
償
還
の
た
め
．

国
家
収
人
の
余
剰
を
維
持
す
る
に
望
ま
し
き
場
合

○
震
胃
貝
く
冒
○
事
。
○
ま
員
葦
冒
邑
９
；
；
・
く
馨
昌
員
§
奉
＆
娑
、
・
け
季
目
§
。
邑
。
、
一
睾

Ｏ
Ｏ
冨

政
府
の
通
常
の
機
能
と
そ
の
経
済
附
数
果
の
考
察

℃
』
箒
９
ニ
ニ
老
胃
茅
；
・
・
胃
身
亀
Ｏ
婁
９
竃
Ｏ
窄
毛
・
身

　
　
人
命
及
び
財
産
に
対
し
て
不
安
な
る
と
き
の
敷
果

　
　
ド
目
茅
Ｏ
冨
◎
市
◎
＜
０
７
け
Ｐ
肖
”
弐
◎
目

　
　
租
税
の
過
重
な
る
と
き
の
数
果

　
　
ド
目
茅
募
◎
二
昌
潟
亭
ま
８
｛
目
臣
二
重
・
昌
◎
二
亭
５
妻
二
邑
ざ
臣
・
＆
冒
巨
。
。
一
、
、
｛
。
■
。
二
弓
。
。
弐
。
。

　
　
法
律
制
度
及
び
司
法
行
政
の
不
備
な
る
と
き
の
数
果

○
目
弓
弓
目
声
Ｈ
×
一
弓
サ
ｏ
吻
ｐ
昌
ｏ
己
。
目
互
ｏ
ｇ
ｏ
◎
目
弐
■
目
ｏ

　
　
同
じ
主
題
の
つ
づ
き



■

蜘
－
．
Ｈ
ら
姜
亀
旨
亭
幸
竃
Ｏ
Ｏ

　
相
続
法

　
ド
■
ｐ
ミ
ｐ
■
｛
ｏ
寡
３
旨
ｏ
『
勺
ユ
昌
轟
ｇ
岸
員
ｏ

　
長
子
椙
続
の
法
律
及
び
慣
習

　
“
里
邑
吻
　
．
　
‘
　
　
　
　
　
、

　
世
襲
財
産

　
｛
・
■
凹
ミ
亀
８
旨
勺
自
デ
◎
｛
〇
一
自
ｐ
－
ま
ま
乱
◎
目
◎
＝
■
亭
幸
竃
ｏ
鶉

　
遺
産
の
平
等
分
割
を
強
制
す
る
法
律

　
９
■
與
考
吻
◎
『
弔
胃
ｇ
ｇ
争
号

　
組
合
法

　
９
勺
弩
巨
胃
争
号
乏
苧
－
昌
｝
け
＆
旨
ｐ
す
崖
ぐ
．
ｏ
チ
胃
５
５
｛
ｏ
◎
昌
寝
巳
９

　
有
隈
責
任
組
合
、
特
許
会
社

　
ド
弔
弩
巨
ｏ
屋
巨
喝
甘
８
§
§
ｓ
ミ
§

　
合
資
会
杜

　
ｏ
〇
一
■
印
考
。
。
屋
－
ｇ
ぎ
ｏ
ｑ
・
８
Ｈ
婁
◎
才
ｏ
目
２

　
破
産
に
関
す
る
法
律

○
目
勺
弓
自
声
×
．
○
；
巨
９
牢
實
９
吻
亀
Ｑ
◎
＜
Ｏ
；
冒
Ｏ
巨
零
冒
己
巴
◎
■
軍
；
罵
◎
寡

　
　
Ｊ
・
ｓ
：
く
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
Ｈ
　
（
箕
浦
）

弓
｝
ｏ
◎
ユ
ｇ

　
　
　
二

（
一
四
五
）



　
　
立
命
舘
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
（
一
四
六
）

誤
れ
る
原
理
の
上
に
た
つ
政
府
の
干
渉

竈
・
Ｕ
８
匡
篶
・
弓
§
賢
一
・
二
・
茅
芽
二
ま
婁
ミ
　
　
　
ー

自
国
の
産
業
に
つ
い
て
の
保
護
の
説

　
ド
ｑ
竃
｛
■
四
ミ
吻

　
利
息
制
限
法

　
ｐ
幸
爵
冒
勺
誌
８
８
零
５
苛
け
｝
ｏ
窄
｛
ｏ
蟹
◎
『
８
昌
旨
己
ま
蟹

　
日
用
品
価
格
を
定
め
る
た
め
の
試
案

、
卜
竃
ｏ
■
毛
◎
－
露

　
専
売

　
９
■
｝
ミ
吻
品
讐
富
↓
ｏ
◎
旨
匡
■
斗
｛
ｏ
■
◎
『
ミ
◎
寿
昌
ｇ

　
労
働
者
団
結
禁
止
に
対
す
る
法
律
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
９
犀
蟹
“
轟
ぎ
誌
Ｏ
■
◎
豆
邑
Ｏ
員
◎
Ｈ
８
家
勺
冒
９
｝
８
ユ
Ｏ
目

　
意
見
或
は
そ
の
発
表
に
於
け
る
弾
圧

Ｏ
｝
胃
夷
×
－
○
～
甲
９
・
昌
ま
竃
ｏ
巨
旨
豪
。
『
茅
５
一
吻
§
－
雪
易
冒
ヨ
■
－
Ｈ
塁
亭
§
９
里
■
吾
一
。

自
由
放
任
主
義
の
根
拠
と
隈
界

伽
一
・
９
く
暮
罵
暮
＝
巨
ｇ
く
賢
一
８
ま
手
芭
茅
ご
目
ざ
葦
ぎ
幸
き
秦
竃
｛
；
・
巨
ぎ
ま
き
く
。

政
府
の
干
渉
は
権
カ
的
の
も
の
と
非
権
力
的
の
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

｝



■

ド
○
筈
・
ま
婁
８
電
毒
旨
。
巨
孝
婁
９
ま
７
薫
８
旨
豆
葦
三
§
登
・
；
？
一
己
巨
婁
貫
一
昌
ぎ
昇
・
；
『
豪

一
雲
ぺ
・
『
～
目
ま
け
二
冒
電
冒
二
け

政
府
の
干
渉
に
対
す
る
反
対
論
　
　
政
府
の
干
渉
そ
れ
白
体
の
性
格
或
そ
の
施
行
の
財
源
の
充
当
に
於
け
る
強
制
的
性
格

｝
．
　
ぎ
篶
婁
・
二
訂
尼
奏
・
・
ま
サ
雪
彗
鳥
・
～
睾
暮
曇
■
一

　
　
権
カ
の
増
大

企
．
　
　
巨
冒
９
０
◎
↓
苧
Ｏ
◎
Ｏ
昌
勺
｝
↑
｛
Ｏ
富
国
■
０
８
毛
◎
勇
｛
匡
事
｛
２
◎
『
電
毒
昌
昌
Ｏ
巨

　
　
政
府
の
仕
事
及
び
責
任
の
増
大

９
　
　
乙
。
毛
邑
冒
蓄
ｓ
２
・
～
・
一
く
募
晶
彗
事
・
乏
轟
８
吻
一
；
お
・
二
碁
曇
ニ
ニ
牙
き
み

　
　
個
人
の
経
営
は
仕
事
に
よ
り
強
き
利
益
が
あ
る
た
め
そ
の
能
率
が
あ
が
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

〇
二
一
老
◎
碁
目
８
９
昌
匡
く
き
お
茅
匡
試
ｏ
市
８
自
８
矛
・
登
一
昌
序
ま
で
８
旦
・

国
民
に
於
け
る
共
同
的
作
業
を
な
す
習
慣
を
養
う
こ
と
の
重
要
性

ド
■
ミ
易
雨
喜
“
ミ
苧
ｏ
鷺
■
ｏ
量
－
；
－
ｏ

白
由
放
任
即
ち
一
般
的
原
則

的
一
　
　
　
げ
暮
－
討
げ
－
ｏ
８
巨
『
岬
ｏ
ｏ
×
ｏ
ｏ
ｏ
｛
◎
冒
◎
。
一
〇
豊
２
巨
考
巨
ｏ
プ
苧
ｏ
ｏ
◎
目
・
。
自
昌
ｏ
『
オ
～
■
｛
目
ｏ
◎
旨
勺
ｏ
ざ
■
け
」
弓
ｏ
胴
ｏ
◎
『

序
０
８
旨
昌
１
◎
庄
ぐ
．
目
｛
９
箒
｛
◎
■

大
き
な
例
外
、
日
用
品
を
消
費
者
が
評
価
で
き
な
い
場
合
、
教
育

〇
一
〇
豊
¢
◎
『
Ｏ
ｏ
轟
◎
目
ｏ
．
ｏ
糸
胃
ｏ
げ
ぎ
岬
ｏ
◎
ミ
實
◎
く
胃
ｏ
亭
ｏ
屋
一
勺
『
９
８
江
◎
目
ｏ
｛
ｏ
巨
５
８
■
｝
目
｛
べ
◎
目
■
岬
ｏ
ｏ
易
ｏ
目
・
。
ｗ
◎
市

　
Ｊ
・
ｓ
：
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
Ｈ
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
一
四
七
）

曳
も
．



　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
（
一
四
八
）

亭
ｏ
－
◎
ミ
胃
｝
ま
冒
』
・
・
．
○
婁
ｏ
亀
ミ
ｏ
旨
竃
目
ｏ
け
｝
目
巴
◎
岬
ｏ
妻

権
カ
を
他
人
に
１
ふ
る
う
場
合
、
子
供
及
び
若
年
者
の
保
護
、
下
級
動
物
の
保
護
、
婦
人
は
こ
の
部
類
で
な
い

－
◎
一
〇
婁
ｏ
◎
『
ｏ
◎
暮
『
ｐ
ｏ
誌
ぎ
勺
９
０
９
邑
ぐ

永
久
的
契
約
の
場
合

＝
一
〇
豊
易
亀
守
－
凋
讐
＆
旨
｝
■
ｐ
岬
ｏ
昌
ｏ
暮

経
営
が
個
人
管
理
の
場
合

竃
一
〇
豊
＄
巨
ミ
巨
ｏ
｝
ｏ
弓
匡
｛
ｏ
巨
↑
ｏ
Ｈ
く
ｏ
鼻
｛
◎
員
昌
｝
ぺ
げ
ｏ
■
ｏ
８
窒
ｐ
『
＜
ａ
阻
く
ｏ
ｏ
票
９
８
↑
｝
ｏ
ミ
オ
庁
窃
◎
市
．
↓
｝
ｏ
ｏ
實
８
冒
ｏ
・

ま
Ｏ
嚢
邑
．
向
竃
昌
旦
Ｏ
＝
｝
９
富
・
＝
ま
昌
二
匹
吾
Ｏ
竃
一
亀
８
一
昌
邑
一
竃
ま

利
益
を
得
る
人
の
要
望
に
対
し
て
数
果
を
与
へ
る
べ
き
必
要
上
の
国
家
干
渉
の
場
合
、
例
、
労
働
時
間
、
植
民
地
の
処
理

鼻
ｏ
§
◎
こ
募
ま
篶
宇
二
｝
ｏ
烹
暮
睾
ｏ
『
◎
亭
婁
庄
竃
↓
｝
・
勺
婁
◎
婁
８
§
・
旨
ｏ
ｏ
・
勺
ｏ
冒
５
妻

関
係
者
以
外
の
人
々
の
た
め
に
な
す
場
合
、
貧
困
者
救
済
法

－
中
　
　
　
　
ｏ
ｏ
－
◎
目
守
凹
｛
◎
■

檀
民

鼻
　
　
　
ｏ
苧
實
冒
げ
鳥
－
５
目
８
婁
賢
ｐ
旨
旦
ｇ

其
他
各
種
の
例

鼻
Ｏ
◎
ぎ
昌
昌
９
二
鼻
胃
呑
■
ま
目
旨
ミ
げ
・
罵
婁
§
二
目
Ｏ
昏
幸
◎
｛
矛
箒
晶
９
２
一
臣
８
嚢
ミ
サ
賢
旦
童
３

晶
ｇ
２
ミ
◎
弓
匡
牙
昌
◎
５
竃
｛
一
ｐ
匡
ｏ



　
　
個
人
の
経
営
が
適
当
と
さ
れ
る
場
合
で
も
、
之
を
経
営
す
る
個
人
が
ゐ
な
い
と
き
は
政
府
の
干
渉
は
必
要
で
あ
る

　
か
く
の
如
く
ジ
ヨ
ン
・
ス
テ
ユ
ァ
ー
ト
・
ミ
ル
に
於
て
は
そ
の
第
五
編
に
於
て
論
ず
る
と
こ
ろ
が
悉
く
財
政
に
関
す
る
論
議
と
は

隈
ら
れ
て
い
な
い
し
叉
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
比
較
し
て
そ
の
秩
序
体
系
に
於
て
や
や
粗
雑
で
あ
る
と
患
わ
れ
る
が
今
こ
こ
に
一
応
そ

の
所
論
を
展
関
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

二

　
ジ
ヨ
ン
・
ス
テ
ユ
ァ
ー
ト
・
ミ
ル
は
そ
の
「
経
済
学
原
理
」
に
ー
於
け
る
「
租
税
の
一
般
的
原
則
○
オ
一
一
串
目
○
目
Ｚ
目
宍
ト
■
勺
犀
Ｈ
Ｚ
１

○
弓
■
目
○
ｏ
○
句
弓
＞
×
声
弓
Ｈ
Ｏ
Ｚ
」
の
章
に
於
て
弓
ぎ
喧
量
－
庄
２
宗
吻
｛
量
巨
〇
一
〇
８
目
◎
旨
｛
８
－
写
唱
ｏ
洪
巨
０
Ｑ
二
目
～
章
津
ｏ
昌
亀

　
　
　
　
　
　
＼

一
”
肖
、
ま
目
』
四
く
。
げ
。
。
箏
。
邑
。
ま
。
享
＜
左
四
旨
・
り
冒
亭
ぎ
雪
、
墨
乱
昌
・
二
；
ま
暑
夏
ミ
豪
葦
芝
素
茅
£
§
－

、
ゆ
写
８
９
膏
＆
ぎ
～
竃
茅
｛
罧
ミ
ま
婁
一
§
く
げ
二
き
８
ぎ
く
・
訂
８
豪
・
一
婁
一
８
ド
彗
ご
豪
・
｝
壱
胃
８
昌
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

茅
訂
暮
胃
８
昌
冒
９
ｏ
＆
苧
彗
～
一
；
庄
お
↑
牙
旨
・
と
前
提
し
て
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
所
謂
租
税
の
四
大
原
則
を

引
用
し
て
租
税
の
一
般
的
原
則
を
説
明
し
て
い
る
。

　
ア
ダ
ム
．
ス
ミ
ス
に
於
て
は
、
そ
の
国
宮
論
の
第
五
編
、
第
二
章
、
第
二
節
「
租
税
に
つ
い
て
○
市
弓
實
９
」
に
於
て

　
界
♂
、
Ｏ
Ｈ
窒
８
、
毛
９
手
Ｏ
Ｏ
竃
旨
巨
き
９
亀
勺
胃
亭
巨
弩
け
婁
鼻
ざ
げ
■
Ｏ
Ｏ
婁
弩
×
８
雫
Ｏ
邑
８
序
Ｏ
ぎ
目
・
亘
一
◎
乏
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

旨
買
｛
昌
吻
三
亭
８
電
邑
８
冨
＊
窃
ぎ
ｏ
ｑ
竃
２
島
と
前
提
し
て
、
所
謂
租
税
の
四
大
原
則
に
つ
い
て
、
即
ち
「
公
平
の
原
則
」
「
確

実
の
原
則
」
「
便
宜
の
原
則
」
「
徴
収
費
の
最
少
の
原
則
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
順
次
に
述
べ
て
い
石
。
即
ち
そ
の
第
一
の
原
則
に

つ
い
て

　
　
　
Ｊ
．
Ｓ
、
・
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
Ｈ
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
（
一
四
九
）

－
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一
．
宗
旨
言
二
・
毒
二
一
箒
◎
曇
；
§
婁
募
一
毒
彗
墓
引
；
：
・
・
晒
毒
§
員
書
喜

婁
勺
婁
婁
９
昌
；
ミ
一
一
９
三
臣
；
毫
８
矛
２
げ
豪
三
ま
募
し
二
；
Ｏ
邑
冒
三
亭
、
・
く
聲
。
≦
巨
。
げ
穿
。
＜

嚢
勺
８
麦
写
星
・
；
導
・
ま
０
８
§
一
９
・
享
婁
・
尋
崇
二
壱
§
・
～
・
毒
目
旨
９
暮
茅
一
邑
く
書
四
一
。
。
。
『
、

岬
曇
§
亘
己
家
争
・
毫
馨
二
～
§
。
・
§
９
；
・
ま
盲
三
§
募
・
こ
撃
・
黒
・
吻
一
四
一
。
・
事
。
凹
、
。
四
－
。
巨
．

置
；
９
事
募
一
二
８
０
邑
・
二
・
麸
；
看
９
一
く
・
孝
曇
己
二
訂
馨
一
・
・
Ｈ
巳
臣
・
茅
、
毒
弐
。
・
。
、
目
。
牲
。
。
・
。
｛

婁
§
葦
§
星
多
讐
募
８
屋
ま
・
豆
一
け
言
豆
竃
－
け
三
一
買
、
け
一
。
目
』
く
。
、
く
け
叫
糸
し
け
冒
自
吻
け
げ
。
。
げ
、
１
く
。
軸

◎
９
二
◎
；
戸
事
事
即
豪
饒
目
・
写
毛
９
・
罵
９
｛
・
二
ぎ
一
ぎ
二
・
募
・
了
暮
書
二
げ
・
き
暮
ま
９
昼
一
；
§
吻
．

弩
一
言
屋
量
二
；
・
雪
・
一
＝
・
・
；
婁
茅
事
・
・
苧
。
二
き
盲
茅
書
・
多
鴛
・
§
一
量
｛
。
・
。
毒
茅
、
。
・
…
、
・
。
－
。

二
邑
一
邑
ま
昌
集
。
竃
９
罰
事
胃
昌
ま
二
～
夢
§
け
・
二
罵
一
竃
一
享
事
；
邑
一
し
■
旨
婁
§
員
８
ら
篶
暑

◎
茅
ミ
註
婁
８
ま
二
罵
Ｏ
量
写
ミ
巨
・
＝
二
・
§
一
・
目
＆
耳
茗
き
邑
弩
芽
聾
一
碁
暮
畠
量
写
・
§
毛
８
一
迂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潟
ま
Ｏ
巨
亀
。
。
◎
斗
◎
市
雫
才
四
箒
篶
く
Ｏ
冒
Ｏ
考
匡
争
赤
．
Ｐ
茅
Ｏ
け
＆
耳
宇
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
に
述
べ
て
き
た
如
く
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
＠

れ
は
租
税
に
関
す
る
四
原
則
の
申
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
「
公
平
の
原
則
」
「
平
等
の
原
則
」
「
衡
平
の
原
則
」
と
一

般
に
称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ジ
ヨ
ン
・
ス
テ
ユ
ァ
ー
ト
・
ミ
ル
は
、
こ
れ
を
引
用
し
て
日
５
。
。
自
互
ｏ
。
↓
。
。
。
市
。
く
。
、
く
。
。
ｓ
一
。

。
阜
賢
８
§
事
暮
ａ
亭
・
竃
毫
冒
；
享
二
・
く
聲
罵
目
；
；
§
与
婁
ｏ
婁
童
工
目
勺
、
。
勺
。
、
弐
。
二
、
争
。
一
、
、
。
－
。
勺

８
矛
：
げ
姜
撃
ぎ
一
一
。
。
し
二
毫
・
ま
二
・
ま
・
。
く
聲
・
多
事
薫
二
毫
８
一
一
く
妾
星
・
く
量
宇
茅
Ｏ
、
・
§
ぎ

。
～
｝
ニ
ミ
¢
．
冒
薫
・
げ
§
く
邑
・
；
；
亀
８
；
事
汰
昌
費
ぎ
８
富
蓼
多
四
募
８
一
匡
薫
３
量
写
・
二
目
２
・
図
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

亀
雪
糸
讐
｛
◎
目
．



　
と
述
べ
て
い
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
あ
り
て
は
、
こ
の
原
則
の
概
念
は
甚
だ
漢
然
と
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
の
当
時
に
於
て
は
致
密
な
・
る
概
念
規
定
は
そ
の
当
瞭
の
杜
会
的
要
求
が
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
に
あ
り
て
は
国
家
需
要
と
国
民
各
個
人
の
関
係
に
於
て
、
換
言
す
れ
ば
国
家
需
要
に
対
す
る
充
当
の
立
場
、
叉
は
そ
の
淵
源
を

大
所
有
地
と
そ
の
共
同
小
作
人
の
関
係
に
た
と
え
て
い
る
が
、
ジ
ヨ
ン
・
ソ
テ
ユ
ァ
ー
ト
．
ミ
ル
に
於
て
は
、
こ
の
た
と
え
の
引
用

を
除
外
し
て
い
る
。
こ
の
引
用
を
省
略
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
な
い
。
或
は
杜
会
の
発
展
に
伴

う
杜
会
機
構
の
複
雑
な
る
組
織
化
は
、
こ
の
た
と
え
に
よ
る
説
明
が
不
適
当
と
な
つ
て
き
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
蓋
し
こ
の
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
の
観
念
は
そ
の
当
時
に
於
て
は
是
認
せ
ら
れ
る
妥
当
な
る
も
の
で
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
が
今
直
ら
に
こ
の
観
念
が
受
け

容
れ
ら
れ
る
か
否
か
に
っ
い
て
は
疑
問
の
予
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
各
個
人
の
収
入
は
三
種
の
源
泉
が
あ

る
。
即
ち
地
代
、
利
潤
及
び
賃
銀
よ
り
発
生
す
る
。
そ
う
し
て
租
税
は
こ
の
三
種
の
源
泉
に
課
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

　
＠
う
。
こ
の
原
則
は
地
代
、
利
潤
及
び
賃
銀
に
対
す
る
租
税
の
公
平
を
考
察
し
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
然
し
こ
こ
に

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
い
う
と
こ
ろ
の
８
量
睾
ぺ
ｇ
ぎ
８
量
罵
く
◎
市
旨
窒
ユ
冒
と
は
如
何
な
る
事
を
意
味
し
て
い
る
か
に
っ
い

て
は
研
究
の
余
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
こ
の
８
§
－
与
叉
は
ぎ
２
量
－
写
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
各

個
人
が
「
能
カ
に
で
き
る
だ
け
比
例
的
に
」
即
ち
「
各
個
人
が
国
家
の
保
護
の
も
と
に
獲
得
す
る
収
入
に
比
例
し
」
て
納
税
す
べ
き

で
あ
る
と
云
う
に
止
ま
り
何
を
以
て
具
体
的
に
は
８
§
罵
く
と
い
う
こ
と
が
具
現
す
る
か
に
っ
い
て
は
論
及
し
て
お
ら
な
い
。
そ

う
し
て
こ
こ
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
い
う
よ
う
に
各
個
人
の
所
得
に
比
例
し
て
賦
課
せ
ら
れ
る
租
税
を
以
て
２
§
睾
＜
な
る
租
税

な
り
と
単
純
に
理
解
す
る
こ
と
に
１
つ
い
て
は
尚
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
税
率
に
っ
い
て
「
所
得
に
比

例
し
て
」
と
い
う
て
い
る
の
み
で
各
個
人
の
所
得
に
於
け
る
増
加
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に

！
　
　
　
Ｊ
・
ｓ
・
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
　
Ｈ
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
（
一
五
一
）
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）

於
け
る
思
想
に
っ
い
て
は
尚
一
層
の
分
析
的
研
究
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
原
則
に
っ
｛
て
は
漢
然
た
る
も
の

が
あ
る
の
で
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ユ
ァ
ー
ト
・
ミ
ル
に
於
て
は
こ
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
原
則
に
対
し
て
そ
の
功
利
的
倫
理
思
想
に
よ
り

修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
一
層
明
確
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ユ
ァ
ー
ト
・
ミ
ル
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
あ
げ
て
い
る

四
っ
の
原
則
の
う
ち
こ
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
も
の
以
外
に
っ
い
て
は
別
に
そ
の
説
明
を
必
要
と
し
な
い
。
或
一
定
の
租
税
が
如
何

に
こ
の
原
則
に
合
致
し
或
は
叉
合
致
し
な
い
か
は
、
特
殊
の
租
税
の
論
議
に
於
て
考
察
さ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
然
し
こ
の
四
っ
の

原
則
の
う
ち
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
追
量
睾
く
◎
『
一
費
茎
冒
に
っ
い
て
は
尚
一
層
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

時
と
し
て
は
そ
の
理
解
が
充
分
に
な
さ
れ
ず
、
或
る
一
定
し
た
る
見
解
と
い
う
も
の
が
な
い
た
め
に
多
く
の
誤
っ
た
見
解
が
認
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
◎

れ
て
い
る
の
で
あ
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と
な
し
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豪
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汗
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す
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一
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。
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ｏ
二
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事
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二
・
昌
ｏ
・
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｛
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ｇ
旨
婁
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票
・
旨
婁
苧
竃
豪
争
§
る
邑
け
チ
ニ
自
・
く
一
註
ｇ
８
茅
８
・
オ

目
◎
Ｆ
８
～
膏
ミ
り
も
ミ
き
§
二
◎
窄
Ｏ
Ｐ
け
四
電
＆
ａ
巨
員
豊
序
Ｏ
旨
Ｏ
Ｈ
８
吻
＆
雫
Ｏ
呂
毒
Ｏ
毛
８
序
Ｏ
Ｏ
序
胃
げ
竃
睾
芦
目
Ｏ
量
豪
＜

・
；
婁
茎
昌
ニ
プ
§
穿
・
二
。
。
・
量
生
冒
・
～
・
葦
・
♂
旨
墨
冒
。
。
２
竃
写
・
『
§
婁
鼻
－
一
罵
竃
二
毛
鼻
ぎ
夏
亭
・

８
暮
亭
ま
昌
・
『
§
｝
ｏ
§
。
二
・
毒
事
薫
・
老
婁
９
。
『
篭
く
・
；
罵
暮
８
夢
；
二
｝
邑
雰
一
罵
事
胃
昌
暮
昌
・

－
Ｏ
蓄
ぎ
８
毫
９
｛
竃
８
宇
Ｏ
旨
巨
吻
争
弩
Ｏ
◎
；
ざ
喀
×
旨
９
け
争
竃
２
實
×
◎
手
９
潟
畠
◎
目
Ｏ
老
實
｛
９
０
蟹
宇
Ｏ
旨
臣
吻
．
弓
｝
易



。
。
け
、
目
｛
、
、
戸
寿
。
。
亭
。
、
吻
け
印
目
ら
ゆ
、
匹
。
つ
◎
、
０
９
序
・
５
貝
８
§
９
げ
Ｏ
・
Ｐ
昌
旦
Ｏ
邑
×
；
竺
・
＆
一
ヴ
巨
一
臣
饒
桑
◎
こ
８
二
目
２
冒
＜

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

勺
、
、
ｇ
，
８
－
争
吻
。
舅
乱
ｏ
目
全
ｏ
目
匡
げ
ｏ
８
斤
■
ｏ
ミ
ミ
げ
箒
ｏ
ｇ
肝
ｏ
巨
◎
目
｛
吻
．
と
い
う
て
い
る
。
即
ち
ジ
ヨ
ン
・
ス
テ
ユ
ァ
ー
ト
．
ミ
ル

に
従
え
ば
凡
て
行
政
作
用
の
敷
力
は
一
礼
会
に
於
け
る
各
個
人
に
対
し
て
叉
は
各
階
級
に
対
し
て
２
量
奉
×
に
及
ぼ
す
べ
き
性
質

の
も
の
て
、
あ
る
。
行
政
作
用
の
効
力
が
各
個
人
又
は
各
階
級
に
よ
っ
て
差
別
が
生
じ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
社
会
に

於
け
る
各
個
人
叉
は
各
階
級
は
国
家
に
対
し
て
そ
の
行
政
上
の
利
益
に
対
す
る
同
等
の
請
求
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
叉
国
家
に

於
て
も
各
個
人
叉
は
各
階
級
に
対
し
て
犠
牲
を
要
求
す
る
。
然
し
な
が
ら
各
個
人
、
各
階
級
は
同
等
の
負
担
と
な
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
全
体
と
し
て
の
各
個
人
叉
は
各
階
級
に
於
け
る
犠
牲
が
最
少
で
す
む
の
で
あ
る
。
従
っ
て
（
占
量
ミ
×

。
二
四
、
、
二
旨
は
２
冨
睾
＜
◎
『
竃
９
５
鳥
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
ジ
コ
一
ン
・
ス
テ
ユ
ア
ド
ト
・
ミ
ル
に
於
て
は
民
巨
二
目
亭
Ｏ

饒
、
吻
け
旦
閑
。
。
し
け
汀
昌
叶
邑
昌
家
童
ｏ
手
ｐ
二
｝
ｏ
弔
ｇ
ｏ
ま
昌
亀
ｏ
婁
◎
婁
｝
邑
苧
讐
◎
『
雫
毛
腎
×
胃
ｏ
け
チ
ｏ
乙
。
◎
－
ｏ
毛
｛
◎
嚢

。
（
帽
。
く
。
、
、
罵
目
け
・
畠
葦
事
・
二
・
く
彗
罵
・
；
・
蔓
８
老
季
婁
一
く
墓
婁
二
「
一
茅
§
邑
；
一
昌
．
↓
喜

、
箏
－
。
一
吻
一
。
『
ゆ
一
享
£
８
件
竃
ご
＝
亭
一
員
旨
；
与
ぎ
昌
・
三
考
肇
・
薫
・
多
§
二
ｈ
琴
。
Ｈ
…
．
聲
§
す
。

昌
與
包
。
。
亭
。
、
争
、
。
。
与
・
二
邑
雪
三
二
９
一
；
」
二
｝
墓
８
邑
忌
・
・
一
ぎ
．
勺
冬
一
・
：
『
馨
鼻
婁
目
ぎ
邑
豪

、
目
け
巨
目
胴
吻
。
吻
吻
。
箏
竈
、
自
二
目
｛
。
饒
箏
星
芝
§
事
℃
サ
§
£
・
。
邑
・
～
室
邑
§
・
巨
。
。
一
凄
二
８
邑
一
喜
雪
一
庁

一
目
邑
、
。
く
一
。
ミ
吻
。
ウ
、
。
。
一
三
嚢
け
一
婁
二
；
昌
三
・
二
重
一
邑
婁
葦
二
８
菱
巳
一
二
５
・
姜
婁
喜
。
二
ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
＠

け
ぎ
。
。
臼
四
閉
昌
弓
。
げ
勺
、
。
召
、
、
×
デ
け
ｏ
茅
↑
ｇ
ユ
旨
蟹
婁
旨
ｇ
サ
召
ｇ
ｏ
ｇ
＆
．
と
論
じ
て
、
国
家
の
行
政
作
用
の
目
的
は
国
民
の

財
産
保
護
－
の
た
め
に
な
し
、
国
家
の
行
政
に
よ
つ
て
社
会
の
各
個
人
は
各
疋
そ
の
利
益
を
享
受
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
・
そ
う
し
て

そ
の
利
益
の
量
は
各
個
人
の
財
産
の
量
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
各
個
人
の
享
受
す
る
利
益
に
対
応
す
る
代
価
が
租
税

　
　
　
Ｊ
．
ｓ
．
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
懸
想
Ｈ
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
一
五
三
）

Ｌ

」
凹叶



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
一
五
四
）

で
あ
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
之
を
批
判
し
、
国
家
は
叉
人
の
生
命
に
於
て
も
各
個
人
の
財
産
と
同
じ
く
そ
の
保
護
を
必
要
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
各
個
人
の
生
命
に
対
す
る
保
護
は
各
人
共
通
に
同
等
の
保
護
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
各
個
人
に
対
し
て

或
一
定
額
の
人
頭
税
を
課
し
、
個
人
の
財
産
の
保
護
に
対
し
て
は
財
産
の
量
に
応
ず
る
課
税
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
対

し
て
批
判
を
な
し
て
い
る
。
か
く
の
如
く
国
家
の
労
務
の
本
質
を
規
定
す
る
こ
と
は
承
認
で
き
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
な
し
、
国
家

な
り
政
府
と
い
う
も
の
は
特
に
国
民
全
般
の
た
め
に
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
序
の
国
民
の
う
ち
或
特
定
人
の
国
家
Ｋ
対
す
る
利

益
関
係
を
決
定
す
る
が
如
き
こ
と
は
現
芙
に
於
て
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
。
或
特
定
人
、
叉
は
或
特
定
階
級
に
於
て
そ
の
享
受
す
る

利
益
が
僅
少
な
り
と
す
る
も
、
そ
れ
は
租
税
の
彰
饗
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
原
因
は
他
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
利

益
の
享
受
が
僅
少
な
る
が
故
に
租
税
の
減
少
を
要
求
す
る
の
は
当
を
得
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
原
因
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ
る
。

各
個
人
が
正
当
に
そ
の
義
務
を
果
し
て
共
同
目
的
亭
０
８
昌
昌
９
◎
互
０
９
の
た
め
の
四
£
量
；
８
『
豪
８
は
強
制
的
貢
納
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

て
も
考
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
　
苧
Ｏ
昌
婁
｛
昌
苧
黒
３
冒
邑
。
・
き
Ｈ
｛
ま
蟹
は
国
民
全
体
に
要
求
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
考
え
か
ら
し
て
次
に
累
進
税
率
を
適
用
す
る
所
得
税
を
論
じ
て
い
る
。
　
一
率
課
税
に
基
く
負
担
の
巨
£
量
－
巨
窃
を
是

正
せ
ん
と
す
る
最
も
８
巨
ポ
巨
ｏ
な
る
方
法
に
つ
い
て
は
ベ
ン
タ
ム
黒
巨
罫
昌
・
の
い
う
と
こ
ろ
の
生
活
の
必
要
を
充
足
す
る
に

足
る
と
こ
ろ
の
一
定
の
所
得
最
少
隈
度
に
対
し
て
そ
の
租
税
を
免
税
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
免
税
点
に
・
つ
い
て
は
一
の

所
得
に
よ
っ
て
普
通
の
生
計
を
営
む
一
つ
の
家
族
が
生
命
及
び
健
康
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
る
も
の
を
得
、
病
気
の
た
め
に
備
え
、
著

移
に
わ
た
ら
ざ
る
程
度
に
決
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
仮
定
し
た
る
所
得
は
労
働
に
於
け
る
最
少
の
所
得
を
な
す
も
の
で
あ

り
国
家
は
租
税
に
よ
っ
て
更
に
之
を
減
少
せ
し
む
る
が
如
き
こ
と
を
な
し
て
は
な
石
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
比
例
課
税
に
於
て
は
大

所
得
者
よ
り
も
申
小
所
得
者
に
対
し
て
そ
の
負
担
を
重
課
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
同
一
割
合
に
よ
る
納
税
者
の
杜
会
的
品
位
を
低



下
せ
し
む
る
傾
向
は
中
小
所
得
者
に
於
て
一
層
つ
よ
く
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
な
す
も
の
あ
る
も
之
に
対
し
て
は
杜
会
的
品
位
の
間

題
が
金
銭
の
消
費
額
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
な
い
し
、
之
に
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
国
家
は
租
税
に
よ
っ
て
富

の
ぎ
。
一
巨
、
睾
げ
吻
を
軽
減
す
る
方
法
と
し
て
累
進
税
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
も
、
然
し
勤
勉
な
る
人
を
犠
牲
に
し
て
怠
惰
な
る
も
の

を
免
税
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
富
の
ぎ
３
量
－
ま
富
一
を
鞍
減
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
反
対
で
あ
る
。
叉
不
労
所
得
、
相
続
財
産
、
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
於
け
る
白
然
増
加
に
対
し
て
は
、
便
宜
の
原
則
に
よ
っ
て
課
税
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ダ
ム
．
ス
、
、
、
ス
の
所
謂
四
大
原
則
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
．
く
ス
の
独
創
的
見
解
に
な
る
も
の
で
は
な
く
既
に
之
に
つ
い
て
論
述
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
る
学
者
が
い
た
の
で
あ
る
が
然
し
各
種
の
見
解
を
分
析
綜
合
し
統
一
し
学
説
上
重
要
な
る
地
位
た
ら
し
め
叉
現
実
の
指
針
た
ら
し

め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
功
績
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
こ
の
原
則
が
地
位
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
そ
れ
が
単
な
る
抽
象
的
理
念
と
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
る
も
の
で
な
く
、
又
或
は
巾
な
み
理
想
と
し
て
樹
立
せ
ら
れ
た
る
も
の
で

な
く
、
そ
の
当
時
の
現
実
的
な
杜
会
的
要
求
に
従
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
当
時
の
市
民
杜
会
に
に
於
け
る
秩
序
の
維
持
と
、

之
に
伴
う
資
本
蓄
積
の
過
程
に
於
て
当
然
の
要
請
と
し
て
原
則
化
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
主
張
す

る
白
然
的
白
由
の
制
皮
に
よ
る
必
然
的
要
請
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
弓
汗
ミ
窒
－
庄
亀
オ
き
◎
婁
の
第
一
版

が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
七
七
六
年
で
あ
る
。
ジ
ヨ
ン
・
ス
テ
ユ
ァ
ー
ト
・
ミ
ル
の
勺
穴
－
２
０
弓
い
向
○
り
○
勺
勺
○
昌
↓
－
Ｏ
＞
－
自
○
○
－

オ
Ｃ
竃
〆
の
第
一
版
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
八
四
八
年
で
あ
る
か
ら
既
に
そ
の
間
に
七
十
二
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
・

こ
の
間
に
於
て
、
ア
ダ
ム
．
ス
、
、
、
ス
の
租
税
に
於
け
る
四
つ
の
昌
婁
ぎ
吻
は
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
容
認
せ
ら
れ
、
既
に
原
則

。
－
、
吻
吻
－
。
四
－
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
と
ジ
ヨ
ン
．
ス
テ
ユ
ァ
ト
・
ミ
ル
は
述
べ
、
こ
れ
を
昌
婁
｝
昌
ｃ
。
胃
宥
ぎ
ｏ
号
－
９
と
し
て

引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
Ｊ
．
Ｓ
。
ミ
ル
に
於
け
る
倣
政
思
想
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
一
五
五
）
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立
命
館
経
済
学

旨
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ｇ
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；
§

＞
〔
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～
昌
　
ｏ
ｏ
巳
ｐ
｝
一
チ

＞
（
－
ｏ
日
ｐ
　
◎
ｏ
昌
｝
一
－
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大
内
兵
衛
氏
訳

一
月
田
正
雄
氏
訳

青
木
得
三
氏
著

旨
事
ｏ
ｏ
言
胃
一

＞
ユ
～
昌
ｏ
ｏ
昌
｛
亭
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第
四
巻
・
第
二
号
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く
…
一
勺
勾
－
７
０
弓
－
目
◎
ｏ
Ｏ
司
勺
Ｏ
－
Ｈ
弓
Ｈ
Ｏ
＞
■
目
Ｏ
０
７
０
竃
メ
〇
一

一
弓
ぎ
ミ
魯
事
亀
髪
ま
３
０
．
ミ
ベ
・

一
掌
・
ミ
ｓ
享
・
『
ｚ
筆
・
♂
ｏ
．
ミ
＞

　
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
著
　
国
富
論
　
回
　
二
七
六
頁
　
訳
語
に
よ
る
。

　
ミ
ル
経
済
学
原
理
　
５
　
一
八
頁
　
訳
語
に
よ
る
。

　
財
政
学
概
論
　
賢
文
館
　
七
三
頁
。

竃
昌
－
勺
宍
－
Ｚ
Ｏ
弓
■
目
ｇ
ｏ
Ｏ
司
勺
Ｏ
■
－
弓
－
Ｏ
＞
■
目
Ｏ
Ｏ
Ｚ
○
竃
く
一
Ｐ

一
弓
ざ
ミ
邑
亭
亀
髪
ま
寡
一
で
．
ミ
“

ｏ
ｏ
ｏ
心
一

鉤
ｏ
ド

ニ
ニ
（
一
五
六
）

』
◎
７
目
ｏ
ｏ
言
弩
一
睾
｛
戸
弔
声
－
Ｚ
Ｏ
弓
■
ｏ
ｇ
◎
Ｏ
－
、
勺
○
■
－
弓
－
Ｏ
＞
■
自
Ｏ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
竃
く
一
〇
一
〇
〇
８
・

』
ｏ
チ
目
ｏ
ｏ
暮
§
一
竃
…
一
弔
宍
－
Ｚ
Ｏ
弓
■
目
ｏ
ｏ
◎
司
勺
Ｏ
■
Ｈ
弓
Ｈ
Ｑ
＞
■
目
Ｏ
Ｏ
Ｚ
○
竃
く
－
軍
雪
中

』
◎
ブ
目
ｏ
ｏ
蔓
ミ
↑
く
自
｝
｝
宍
－
Ｚ
Ｏ
弓
■
ｏ
ｇ
ｏ
Ｏ
司
勺
Ｏ
■
－
弓
－
Ｏ
＞
■
目
Ｏ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
竃
く
一
勺
一
的
宝
－
饒
８
・

』
ｏ
プ
目
ｏ
ｏ
；
胃
一
竃
竃
ｕ
弔
犀
－
Ｚ
Ｏ
弓
■
国
ｃ
ｏ
Ｏ
句
勺
◎
■
Ｈ
弓
Ｈ
Ｏ
＞
■
自
Ｏ
Ｏ
Ｚ
○
竃
く
一
勺
一
ｃ
ｏ
８
・

古
ヲ
９
。
；
貫
≦
戸
里
昌
一
〇
一
９
・
『
弔
・
；
Ｓ
一
睾
冒
・
昌
く
．
〇
二
富
１
。
。
；
．

ミ
．
黒
暮
＜
．
勺
．
く
ｇ
ユ
等
。

　
－
旨
ｐ
×
－
Ｈ
目
．

員
＞
。
・
竃
§
；
；
亭
争
姜
目
ぎ
昌
一
。
亭
暮
二
；
岩
色
昌
３
℃
ま
・
｛
２
；
斥
・
；
昌
」
三
．
〔
戸
弓
§
ユ
昌
二
』
量
メ
ぎ
“

序
昌
．
宣
二
。
・
§
雲
〕
（
戸
司
”
ぎ
昌
宇
買
戸
“
■
Ｈ
ぎ
昌
■
固
ま
）
一
弓
ざ
Ｏ
昌
・
宥
◎
多
己
一
Ｕ
事
・
量
ｑ
２
０
；
、
邑

目
目
ｏ
ｑ
豪
戸
＞
包
凹
貝
ｏ
｛
げ
＜
曽
一
ミ
一
弓
◎
ミ
ー
９
凹
箏
ら
句
一
〇
一
句
◎
峯
－
９
才
◎
昌
弓
才
ｏ
Ｏ
ｘ
♂
ま
－
）
｝
ｏ
ユ
◎
目
弩
メ
Ｏ
ｘ
宇
己
暮
｝
ｏ
９
讐
、
昌
ら
ｏ
箏

厚
婁
く
胃
冒
竃
ｏ
◎
冒
寝
ミ
ー
・
牟
弓
ｏ
身
〇
一
８
９

戸
（
勺
．
§
辻
婁
一
宇
．
■
．
§
ま
昌
二
。
。
・
二
婁
昌
亘
昌
二
一
昌
豪
；
・
…
一
ま
凋
嚢
一
婁
。
。
昌
彗
３
勺
８
勺
富
ま
“
。
；
・
一
昌
一

一
二
・
．
〇
二
ぎ
。
・
§
一
婁
秦
一
。
・
ま
・
；
三
５
ま
ぎ
守
昌
．
宇
．
昌
邑
昌
易
。
・
§
婁
二
一
・
潟
芦
亀
量
。
・
目
易
胴
婁
』
・
・
冬
＞
○
昌
弓
ｏ
ｏ
貝

ｏ
、
．
　
竃
＞
）
（
－
薫
ｃ
薫
．
）

　
　
＞
箏
　
～
ｘ
｝
◎
巨
．
　
（
）
す
吻
．

　
　
Ｈ
二
。
。
｝
・
守
昌
侵
ぎ
一
■
・
き
オ
一
〇
く
・
．
。
・
篶
書
三



ド
ニ
昌
§
二
…
；
；
一
二
・
§
麦
・
毫
婁
芒
目
・
。
ｓ
、
昌
、
一
婁
ぎ
員
。
。
。
勺
－
、
。
弓
、
言
目
・
。
。
一
。
勺
。
、
。
、
壬
臼
ぷ
、
一
仁
、
。
・

ｃ
。
．
竃
邑
・
．
一
睾
声
§
一
目
二
ご
１
邑
匡
ま
・
昌
邑
§

企
．
婁
二
；
募
事
冨
で
一
与
；
言
・
；
ま
夕
・
一
弩
。
・
・
き
肴
・
、
、
、
。
。
。
；
、
、
、
・
。
戸
；
彗
竃
・

　
　
　
・
。
毛
．
－
と
８
＞
き
ｏ
冬
．

一
書
弩
婁
Ｚ
睾
量
畠
婁
毫
一
〇
葦
；
５
目
○
葦
睾
富
畠
竃
乞
○
舅
彗
葦
昌
＞
畠
ら
。
。
。
目
｛
星
一
一
。
目
量
畠
雪

昌
貝
曇
一
曇
；
・
。
・
呈
；
§
子
馨
…
・
。
。
２
…
三
彗
…
二
ま
・
・
二
§
。
三
。
、
、
一
、
・
．
ミ
。
す
吻
、
。
、
冒
。
一
一
。
目
が
、
一
。
。
。
い

○
ン
戸
…
ぎ
姜
：
姜
冒
妻
・
二
：
三
ヨ
一
・
嚢
・
．
葦
３
・
昌
§
；
２
片
。
、
、
竈
與
妄
・
。
、
、
サ
”
、
一
三
四
目
宵
牡
目
胴

塁
ぎ
・
二
８
ド

『
£
一
。
毒
二
司
．
』
．
一
句
．
昌
饅
ま
二
．
昌
邑
§
ら
；
婁
ぎ
・
。
。
昌
雪
一
ぎ
夕
砂
目
。
旦
箏
一
。
目
。
『
一
チ
。
・
。
、
。
。
一
。
。
。
二
毫
。
、
一
。
箏
。
。
・

　
　
　
一
麦
◎
；
姜
二
曇
・
二
婁
ぎ
○
膏
茅
．
・
・
量
・
一
…
二
§
雲
二
毛
實
一
・
、
ぎ
。
；
秒
・
・
目
一
一
。
。
二
、
。
、
一
・
一
ミ
・
ミ
・

　
　
　
。
。
奮
二
＞
〇
一
…
ぎ
写
…
夏
一
ｓ
一
Ｕ
重
昌
量
ミ
・
；
蕎
ヨ
見
一
巴
一
－
・
彗
胴
一
一
晶
・
一

弓
．
　
－
．

　
　
　
　
ド
　
カ
三
〇
◎
『
８
ま
…
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
８
｛
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
勺
ユ
昌
宣
〇

一
豪
弓
二
邑
暑
戸
掌
Ｏ
箏
一
・
婁
；
き
§
二
＝
才
・
夏
妻
■
竃
。
・
§
罫
・
。
箏
工
。
目
・
・
。
。
く
。
箏
三
毫
、
。
吻
。
。
。
目
二
竃
・

く
．
戸
譲
叫
蟄
珂
一
冊
灘

（
軍
畿
璋
曝
蒋
鱒
塒
賓
講
瀞
曽
蹄
茜
汁
壊
凄
）
一

≦
．
目
二
．
諌
叫
紛
叫
聖
珂
虐
岸
蹄
（
邑
品
・
二
婁
、
呂
ｇ
ぎ
一
一

　
　
　
　
　
　
　
ド
凄
高
事
（
；
〒
ｏ
｛
８
ま
蔓
）

　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
。
．
〔
〔
塒
・
書
〕
講
拶
節
斗
ｅ
罫
商
。

　
　
　
　
　
　
　
〔
竃
ｏ
§
８
邑
§
ざ
Ｏ
♂
■
昌
ｐ
生
昌
ｐ
（
ミ
｝
、
婁
｝
Ｓ
）
ｏ
ｑ
冨
黒
ｏ
津
（
ｏ
、
。
℃
。
。
。
三
。
目
）
〕

冨
号
舅
婁
雪
目
邑
一
こ
冬
嚢
ｏ
姜
§
｛
。
葦
夏
§
一
旦
喜
一
ｇ
一
弓
§
麦
写
。
一
。
庁
こ
巨
－
、
。
穴
、
冬
。
昌
冒
、
。
ｏ
。
目
。
、
顯
一

墨
一
婁
ｃ
。
竃
斤
二
邑
鼠
奏
向
ま
冒
邑
ま
ま
２
ぎ
向
目
茅
（
ｚ
婁
目
葦
昌
二
竃
・
。
・

　
　
　
　
　
　
－

竃
目
”
冒
巨
ま
冒
。
・
豪
プ
（
＝
８
１
冨
８
）

　
　
　
　
Ｊ
．
Ｓ
：
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
　
Ｈ
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
（
一
五
七
）

一

叩
｝柑

｝
サ

肺



　
　
　
立
命
館
舞
学
一
第
四
巻
．
第
二
号
一
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
二
四
一
一
五
八
一

　
〇
句
Ｈ
０
５
穿
昌
｝
（
ミ
８
史
罫
）

　
ア
ダ
ム
．
ス
ミ
ス
は
「
租
税
一
般
に
通
ず
る
と
こ
ろ
の
四
大
原
則
１
「
租
税
一
般
に
関
す
る
四
つ
の
金
言
」
を
述
べ
て
い
る
・
」
「
租
税
原
則
な

る
命
名
装
代
の
財
政
学
者
の
衷
に
対
す
る
教
科
書
的
冒
誓
書
、
ス
ー
ス
の
独
創
に
輩
る
こ
と
を
ス
ー
ス
に
対
し
て
麗
と
す
る
は
寧
ろ

説
か
る
学
説
的
論
断
定
で
あ
ろ
う
。
一
「
重
要
な
る
こ
と
は
ス
ー
ス
の
四
原
則
は
１
租
税
原
則
な
る
名
称
の
創
始
者
の
何
人
な
る
か
に
つ
い
て
は
と

も
あ
れ
、
慎
し
む
べ
き
は
所
謂
主
体
的
解
釈
で
あ
る
。
」

　
　
戸
田
武
雄
氏
財
政
七
〇
１
七
一
頁

－
．

目
一
目
竺
｛
ぐ

一
．
皇
。
。
。
箏
ま
一
一
昌
。
二
置
轟
８
量
二
目
｛
竃
～
ぎ
§
・
彗
８
三
目
・
二
景
冨
茸
二
貫

ド
掌
。
、
ま
一
一
。
二
；
凹
く
一
目
胴
。
。
、
＝
雲
二
具
昌
豆
く
膏
；
事
・
麦
；
墓
一
；
；
喜
◎
ニ
ニ
豆

　
　
ず
ｏ
ま
甲

７
皇
。
、
ま
、
一
。
旨
。
；
。
一
目
・
・
。
ｏ
亘
、
二
目
勺
・
毒
“
ま
写
二
ま
・
・
§
婁
ｇ
暮
雪
昌
鼻
≧
。
。
。
（
§
ミ
寺
）
二
亭
。
昌
肇
昌

　
　
。
、
す
。
９
晶
。
２
§
－
８
竃
ｏ
昌
ｏ
お
昌
２
．
一

・
。
・
　
冒
君
易
昌
：
墨
｝
；
婁
一
ぎ
雷
ま
註
ぎ
２
巨
｛

す
・
巨
一
巨
お
。
。
一
〇
罵
雫
◎
勺
昌
一
♂
手
宥
ｏ
℃
◎
ま
昌
箒
昌
ｇ
吻
．

畠
竃
勾
、
＜
冒
吻
。
。
。
ゲ
事
ユ
、
畠
Ｎ
弓
亭
９
ｇ
室
轟
◎
、
昌
守
・
彗
｛
£
§
一
享
ぎ
亭
。
ミ
邑
ｏ
．

畠
嵩
竃
。
ｏ
、
自
。
。
｝
掌
§
亭
ミ
（
冨
竃
）
旨
写
＆
．
冨
昼
量
一
享
ボ
ｏ
＝
ざ
婁
ｏ
冒
ｏ
◎
二
ｇ
サ
冨
巻
吻
．

介
目
、
。
昌
。
。
。
。
。
。
一
。
。
冒
、
臣
。
。
山
巨
目
事
、
邑
、
・
。
豪
；
喜
・
一
事
｛
。
。
ま
戸
菱
・
～
◎
＜
§
募
◎
；
§
萎
；
套
嚢

　
　
目
、
。
昌
。
。
。
。
、
一
、
。
ｏ
ｑ
目
一
弩
｝
ぎ
；
事
昌
写
ぎ
量
一
・
ｇ
監
ｏ
ｑ
・
員
２
ｏ
ミ
§
篶
三
一
凹
；
弩
９

メ
膏
。
一
一
チ
。
す
。
号
、
”
箏
。
、
。
；
季
ニ
ニ
§
事
Ｏ
享
・
昌
事
睾
昌
嚢
二
着
げ
一
写
婁
一
皇
５
９
婁
冒

　
　
ｇ
｛
◎
■
弩
＜
）

次
に
「
確
の
原
則
」
を
引
用
し
て
い
る
。

ド
掌
。
け
、
、
茎
。
。
。
、
。
＝
、
争
く
巨
、
四
一
二
昌
竺
｛
；
岬
三
・
す
・
§
多
邑
蔓
胃
雲
一
曇
ニ
シ
§



◎
・
婁
曇
；
；
竃
毒
亀
勺
毛
ｇ
ニ
ニ
；
き
・
二
・
呈
二
呑
け
嘗
一
・
げ
。
。
一
。
、
、
、
、
♂
一
、
一
箏
け
。
け
サ
。

§
事
；
グ
竃
＝
。
婁
一
二
事
勺
婁
昌
．
葦
§
ぎ
一
。
。
・
事
多
・
二
毒
二
婁
。
二
三
。
。
二
。
亭
。
一
與
一
一
・
。
ｏ
巨
一

暮
ニ
ニ
婁
三
『
二
。
毒
◎
享
暮
苧
軍
季
貝
乏
・
。
§
・
事
・
；
奄
婁
三
チ
暮
糸
目
勺
。
目
、
冒
〈
。
巨
。
メ
一
。
巨
。
。

§
事
目
員
…
〆
暮
一
す
二
三
§
；
；
・
＝
胴
岬
§
き
貝
竃
二
嚢
賢
。
・
員
言
吻
一
。
一
。
巨
冒
吻
。
声
掌
。

昌
§
雪
身
◎
二
婁
ま
冒
ｇ
８
冒
餐
ま
一
邑
８
・
・
竃
婁
き
婁
一
甲
§
、
ｏ
け
一
。
目
。
一
、
目
。
、
ｏ
。
、
。
；
。
目
事
。

§
量
蔓
与
昌
毫
己
讐
・
ら
・
：
庁
ｇ
言
§
；
｛
書
臥
一
事
一
曇
一
ｇ
け
昌
、
、
、
冒
勺
、
・
掌
。
。
。
、
け
、
一
一
け
・
。
一

考
迂
§
＝
邑
ま
竃
一
◎
・
。
・
三
・
婁
ご
ニ
パ
曇
５
目
二
量
琴
・
～
岬
§
二
毛
。
、
一
、
目
。
。
二
げ
、
一
四
、
。
、
く
。
。
目
１

。
。
季
掌
貧
§
。
＝
篶
ｐ
昌
き
二
；
婁
婁
二
牙
一
ぎ
ら
§
、
チ
ニ
・
星
竃
。
。
。
『
、
－
目
田
饒
。
目
。
。
し
吻
■
。
け
｝
。
、
、

。
。
£
§
；
；
色
婁
二
導
。
。
量
－
貧
§
・
；
冒
。
。
、
一
、
一
暑
・

註
言
二
蔓
二
…
；
声
…
Ｏ
旨
勇
○
二
旨
ヨ
ｏ
き
昌
宴
○
毫
二
・
§
・

　
　
　
　
＞
ま
昌
○
・
旨
亭
一
、
ざ
峯
§
享
２
ｚ
き
・
曇
？
、
鼻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
（
）
内
は
弓
ぎ
ミ
ｇ
事
ｏ
『
２
邑
◎
畠
に
於
け
る
宇
旬
、
全
文
同
一
で
あ
る
が
（
　
）
内
だ
け
が
相
異
し
て
い
る
。

　
　
次
に
第
三
の
「
便
宜
の
原
則
」
が
引
用
せ
ら
れ
て
い
る
。

ｃ
・
』
毒
二
婁
◎
喜
ニ
ニ
ニ
・
麦
・
二
王
一
曇
ニ
ニ
目
亭
。
量
§
二
；
匡
。
＝
け
一
・
。
冒
。
。
。
二
宗
。
々
け
。
ヴ
。

§
§
§
；
二
旨
８
巨
Ｈ
ぎ
８
ニ
ニ
Ｐ
二
．
＞
費
毛
。
目
茅
曇
二
＝
昌
＝
；
＝
、
・
巨
。
。
。
・
。
；
四
＜
四
匡
。
四
～
。

蓄
昌
二
§
嘗
乏
季
誓
。
一
；
き
；
三
書
喜
君
一
工
一
＝
喜
工
ｇ
二
一
昌
；
フ
ｇ
＝
一
、
旨
、
閉
二
寿
。
一
二
。
了
。

§
＜
邑
婁
３
二
ぎ
８
尋
言
・
ニ
ニ
雀
・
二
し
葦
竃
三
一
昌
－
婁
二
童
＜
己
妻
・
多
。
、
。
考
事
、
二
。
勺
四
く
．

　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
．
Ｓ
．
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
　
Ｈ
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
一
五
九
）

■

…
“一

門…柑
与
一…

叩…＾｛
…一

叩山
叩
叩

門肝由
肘

廿
汗
榊

一
｝



　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
ニ
ハ
○
）

弓
印
、
。
－
、
自
で
。
箏
－
、
自
。
一
、
、
－
。
目
旨
。
睾
晒
奏
婁
・
暮
季
一
・
二
彗
き
一
胃
二
量
一
一
；
阿
葦
三
；
婁
§
二
目
ｏ

帽
。
目
。
、
、
｛
、
、
、
、
昌
。
冒
、
。
、
一
。
四
け
一
び
・
、
臼
．
・
§
套
ぎ
三
３
二
一
目
．
豪
婁
二
一
§
｛
事
竃
＝
邑
。
ら
汗

プ
饒
。
。
。
。
。
、
、
一
。
目
け
。
ヴ
目
・
け
デ
。
・
・
、
包
吻
・
麦
三
暮
事
三
二
一
の
コ
ン
マ
は
な
い
；
９
一
茅
二
◎
ヴ
｛
こ
冒

、
。
け
け
。
す
、
予
。
吻
｝
、
旦
。
、
吻
。
。
。
二
一
婁
け
ざ
豪
・
毒
肇
二
；
；
・
二
豪
易
竃
く
§
乱
Ｏ
§
幕
ぎ
…
竃
ぎ
。

（
ぎ
８
く
邑
９
２
）
ぎ
昌
竃
・
ご
買
露
．

　
　
註
』
饅
チ
昌
ｃ
〇
一
巨
饅
、
、
く
…
一
弓
夷
－
２
Ｑ
弓
－
目
目
Ｏ
句
勺
○
昌
弓
５
＞
■
国
Ｏ
Ｏ
Ｚ
○
竃
〆
勺
』
８
－
ｃ
ｏ
８
．

　
　
　
　
　
婁
二
昌
員
掌
許
事
。
一
董
昌
；
．
鼻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
（
）
内
は
弓
｝
。
ミ
。
、
一
一
サ
。
↓
冨
、
一
◎
冨
に
於
け
る
字
旬
、
全
文
同
一
で
あ
る
が
（
　
）
内
だ
け
が
椙
異
し
て
い
る
◎

　
　
次
の
第
四
の
「
徴
収
費
の
最
少
の
原
則
」
或
は
「
最
少
徴
税
費
の
原
則
」
が
引
用
せ
ら
れ
て
い
る
。

。
．
目
く
。
、
・
一
、
メ
。
目
智
け
一
。
汗
。
。
・
§
一
孝
麦
事
８
琴
・
鼻
・
目
ま
喜
ｓ
；
；
。
星
。
３
享
。

勺
。
。
旦
。
、
。
。
。
け
け
一
。
印
。
。
ｏ
。
吻
。
。
曇
。
一
し
毒
彗
二
す
・
く
芸
髪
一
事
芭
暮
薫
勺
姜
。
．
菱
毒
；
麦
革
ご
買

冒
、
・
。
一
け
。
。
、
け
凹
斤
。
。
自
け
。
、
斤
。
。
勺
。
巨
一
・
・
一
５
・
象
・
享
｛
喜
・
岬
曇
室
旨
婁
婁
婁
一
暑
ぎ
ま

で
目
；
。
一
、
。
印
。
、
目
、
二
目
け
庁
。
寄
目
、
彗
婁
喜
童
・
・
良
員
苧
・
享
星
・
；
§
二
。
言
。
二
§
；
邑
…
一

。
婁
。
。
、
吻
；
才
。
。
。
墓
一
弩
、
・
蔓
｝
｛
互
曇
胃
勺
き
享
豆
§
。
享
一
員
邑
多
一
婁
萎
一
。
。

旨
饒
・
、
老
。
吻
。
則
目
。
け
｝
。
、
、
婁
け
一
。
、
凹
一
け
、
、
目
看
、
サ
｛
喜
・
、
、
こ
は
な
い
一
・
り
・
§
呉
ヰ
§
ぺ
茅
；
言
一
昌

。
一
け
。
、
一
。
す
。
目
、
、
目
。
。
四
旦
け
與
一
。
一
け
・
。
§
§
一
二
§
；
三
；
一
・
・
。
夏
９
麦
竃
号
§
巨
．
一
。
り
§
身

一
け
昌
、
く
。
一
。
げ
吻
、
、
目
。
け
一
サ
。
一
目
工
、
吻
一
、
二
『
、
亭
勺
呈
・
芝
象
・
§
岬
享
彗
ぎ
；
琶
喜
；
鳥
一
多
ず
§
麦



●

。
二
婁
一
・
・
婁
争
事
一
ま
。
・
サ
ニ
ぎ
；
己
暮
冨
弓
二
ま
。
冒
旦
２
暮
巨
ａ
湾
聲
員
二
一
ま
家
・
考
巨
二
一
・
；
岬
２
ま

渇
三
二
・
｛
享
＝
量
ｋ
一
一
曇
害
旨
葦
芦
…
勺
２
、
茅
凄
麦
一
旨
．
ざ
ぎ
；
：
一
，
…
二
．
責
一
：
く
巨
・
一
二
旨
菅
一
・
畠
Ｆ
、
一
・

茅
昌
曇
昌
§
身
８
・
一
二
・
．
一
．
、
一
一
事
身
一
～
ま
事
雪
；
・
。
。
竃
包
事
・
二
曇
き
２
ミ
事
＝
ヲ
：
ま
言
量
・
箏

麦
三
・
巨
婁
ぎ
…
一
乏
；
．
警
…
ヌ
冒
彗
・
婁
吻
竃
～
；
２
己
・
婁
雪
二
一
；
２
箏
．
・
｛
ｓ
身
；
オ
ニ
…
■
彗
・
一

事
季
＜
毛
；
胃
・
邑
８
ヰ
一
・
げ
賢
～
多
一
・
＝
一
一
二
。
昌
…
冒
与
昌
菅
二
妻
・
・
重
く
＆
一
一
．
§
ぎ
ｅ
二
、
一
．
…
二
５

竃
号
毛
雪
；
「
茅
オ
ｓ
ｉ
一
一
芽
ぎ
旦
茎
ま
寡
一
買
・
奉
竃
胴
§
二
§
言
ま
二
・
旨
目
置
鼻
・
一
星
二
烹

勺
§
巨
９
・
二
…
置
貝
昌
易
；
ぎ
ぎ
？
・
毛
ま
８
一
。
ま
５
暑
邑
・
員
享
二
・
考
・
８
弓
考
８
竺
ま

２
ま
量
｛
旦
昌
｛
９
・
『
言
一
ぎ
豪
；
§
婁
一
一
旨
雪
毛
邑
員
彗
＝
一
、
昌
で
一
、
己
、
亭
勿
考
、
さ
喜
巨
８
丘
彗
＝
一

８
昌
昌
・
暑
９
一
暮
§
薫
暑
ま
プ
昌
竃
二
８
ぎ
雫
毛
・
ま
・
二
・
茅
毒
二
一
、
・
…
ぴ
雪
８
葦
事
昌
管
富
、
邑
暑

８
竺
２
『
号
芦
序
二
〇
旨
づ
け
註
９
８
８
昌
昌
宗
亭
Ｏ
Ｏ
ユ
昌
Ｏ
・
）
カ
ツ
コ
内
、
Ｈ
、
亭
ミ
富
－
亭
Ｏ
『
Ｚ
四
ま
婁
に
於
け
る
こ
の
字
句
は
、

ジ
ヨ
ン
ニ
ァ
ユ
ァ
ー
ト
・
ミ
ル
に
１
於
て
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
弓
Ｏ
冒
．
巨
メ
～
・
。
巨
ど
８
葦
囎
苧
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
）
亘
０
８
苧
Ｏ
茅
｛
Ｏ
巨

く
菱
彗
＝
ぎ
き
姜
婁
・
邑
曇
昌
・
『
青
雪
－
芭
、
。
、
・
、
二
；
饒
＜
。
、
で
。
。
。
。
｝
。
買
、
一
。
…
。
サ
；
目
。
。
。
。
。
－
。
、
、
〈

蔓
；
三
９
き
曽
ユ
◎
～
昌
ｏ
毛
弔
鶉
。
。
｛
昌
一
”
”
（
こ
の
第
四
に
於
て
は
引
用
は
こ
れ
ま
で
に
し
て
い
る
。
こ
の
次
弓
汗
ミ
§
－
手
◎
『

ｚ
算
一
〇
冨
に
於
て
は
竃
｛
争
冒
胴
プ
＜
ｏ
曽
ユ
；
オ
ー
－
◎
戸
己
。
己
ｏ
巨
く
己
弓
勺
墨
江
轟
一
〇
〆
召
昌
９
｛
二
吻
ｏ
冒
邑
邑
＜
ｏ
４
庄
童
－
昌
；
一
）

ま
實
渇
昌
：
一
争
事
§
・
く
昌
竃
き
ま
ぎ
乏
Ｅ
轟
８
・
＆
・
實
巨
婁
・
弓
ぎ
冒
一
二
一
己
二
§
；
罵
富
、
・
茅
・

◎
享
馨
寄
…
ま
季
葦
毒
く
暮
ザ
ニ
婁
婁
８
亘
責
・
己
二
：
量
・
＝
§
二
ま
婁
・
昌
；
茅
婁
芸
ま
目

手
｛
胃
ｏ
烹
罵
～
邑
８
け
｝
ｏ
８
＜
ｇ
ｏ
釘
冒
　
と
述
べ
て
い
泄
る
。
　
ジ
ヨ
ン
．
ス
テ
ユ
ァ
ー
ト
．
ミ
ル
に
於
て
は
続
い
て
　
↑
。

　
　
　
　
　
　
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
　
Ｈ
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
ニ
ハ
一
）

－叶
二■

“…
川…

…

一一
－

…ｗ



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
ニ
ハ
ニ
）

葦
事
量
＜
牙
・
壁
具
婁
け
け
亭
嚢
事
葦
…
芭
箒
一
・
婁
８
事
事
蔓
象
竃
ユ
昌
凹
昌
茅
弓
＄
§
事
昌

吻
目
互
。
。
一
。
＝
。
ｏ
、
。
く
。
鼻
。
く
則
吻
一
昌
・
こ
冨
戸
§
巨
・
暑
一
二
一
５
婁
・
一
義
一
§
豪
・
昌
二
邑
毫
婁
ぎ
迂
事
・
・

◎
勺
勺
◎
。
・
Ｏ
｛
婁
目
潟
轟
巨
Ｏ
０
９
３
０
一
〇
吻
８
昌
崇
ぎ
｝
｛
冒
窄
Ｏ
く
Ｏ
昌
９
け
吻
ぎ
亭
Ｏ
窄
０
８
窒
撃
ピ
述
べ
て
い
る
。

　
註
』
。
一
、
目
ｃ
ｏ
；
實
一
竃
…
一
勺
勾
－
Ｚ
Ｏ
弓
■
Ｏ
Ｏ
句
目
Ｏ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
；
〆
Ｐ
饒
８
．

　
　
　
＞
｛
ｏ
昌
ｇ
り
昌
｝
ぎ
↓
訂
ミ
ｇ
－
｝
◎
『
２
ｇ
｛
◎
冨
－
勺
一
ミ
り

　
　
　
（
　
）
内
は
弓
ぎ
ミ
邑
亭
◎
ｈ
ｚ
き
◎
畠
に
於
け
る
字
句
、
　
（
　
）
内
が
柏
異
し
て
い
る
。

　
租
税
に
於
け
る
２
量
奉
家
と
い
う
立
場
よ
り
所
得
税
に
つ
い
て
、
一
時
的
所
得
に
対
す
る
税
率
は
永
久
的
所
得
に
対
す
る
税
率

よ
り
も
当
に
低
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
考
え
ら
る
。
即
ち
十
年
し
か
続
か
な
い
所
得
に
っ
い
て
は
十
年
し
か
納
税
し
な
い
。
永
久
に

続
く
所
得
に
つ
い
て
は
永
久
に
納
税
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
所
得
税
は
所
得
の
年
額
に
対
し
て
課
税
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
、
そ
の
資
本
化
し
た
る
価
値
に
対
し
て
課
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
へ
は
そ
の
所
得
に
対
す
る
評
価
を
異
な
る
標
準
に
よ
っ

て
な
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
所
得
を
資
本
化
し
て
お
き
な
が
ら
納
税
の
資
本
化
を
な
し
て
い
な
い
。
今
仮
り
に
年
間
の
所
得
総
額
に

対
し
て
課
税
せ
ず
、
そ
の
資
本
化
し
た
る
価
値
部
分
に
対
し
て
課
税
す
る
と
す
れ
ば
終
身
年
金
の
価
値
は
、
そ
の
年
金
の
受
領
者
の
生

存
年
数
を
永
久
年
金
の
半
数
に
見
積
る
と
し
て
、
そ
の
半
分
で
あ
る
。
従
っ
て
永
久
的
所
得
に
対
す
る
所
得
税
は
一
時
的
所
得
に
対
す

る
所
得
税
の
二
倍
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
場
合
年
金
受
領
者
の
年
金
受
領
金
額
を
同
一
と
し
て
考
え

る
の
で
あ
る
。
二
倍
の
価
値
あ
る
年
金
に
対
し
て
は
二
倍
の
租
税
を
課
す
べ
き
は
当
然
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
に
永
久
年
金
は
有
期
年

金
に
対
し
て
二
倍
の
価
値
あ
る
こ
と
に
な
る
が
そ
の
年
金
に
対
し
て
は
永
久
に
所
得
税
を
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
・
叉
有
期
年
金
に

於
て
は
年
金
受
領
額
が
同
じ
税
率
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
有
期
年
金
に
対
し
て
同
じ
税
率
が
款
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
年
金
受



領
者
の
生
存
申
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
生
存
期
間
を
永
久
年
金
の
半
分
と
見
積
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
価
値
は
永
久
年
金
の
半
分
に
な

る
。
そ
う
し
て
こ
れ
は
現
実
に
そ
の
額
を
も
っ
て
買
い
と
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。
従
っ
て
半
分
の
価
値

し
か
な
い
所
得
に
つ
い
て
は
半
分
の
租
税
し
か
納
め
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
種
類
の
所
得
に
．
対
す
る
所
得
税

に
っ
い
て
も
、
即
ち
本
人
が
死
亡
す
れ
ば
そ
の
所
得
も
共
に
消
滅
す
べ
き
も
の
に
１
対
し
て
も
又
そ
の
財
産
を
後
継
者
に
全
部
譲
渡
す

る
こ
と
の
で
き
る
地
主
、
株
主
、
抵
当
権
者
の
如
き
に
対
し
て
も
悉
く
一
様
に
同
じ
税
率
を
適
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
不
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
然
し
そ
の
現
実
に
於
て
は
租
税
は
各
人
の
資
・
刀
に
応
じ
課
税
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
に
反
す
る

も
の
で
は
な
い
。
即
ち
そ
の
所
得
が
十
年
し
か
継
続
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
十
年
間
し
か
納
税
を
し
な
い
。
叉
そ
の
所
得
が
永
久

に
継
続
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
永
久
に
納
税
す
る
。
従
っ
て
一
時
的
所
得
に
於
け
る
課
税
に
対
し
す
る
率
は
永
久
的
所
得
に
於
け
る

課
税
に
対
す
る
率
よ
り
も
少
な
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
未
完
ｌ
Ｉ
－

｛

｝
中……附

あ
　
　
と
　
　
が

き

■

こ
の
小
文
は
甚
だ
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、

他
日
或
程
度
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
う
。

叉
不
体
裁
な
も
の
で
あ
る
、
も
と
よ
り
一

っ
の
メ
モ
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
叉
未
定
稿
で
あ
っ
て
、

Ｊ
・
Ｓ
：
く
ル
に
於
け
る
財
政
思
想

Ｈ
（
箕
浦
）

二
九
（
一
六
三
）




